
（Ｒ４第２回協議会より）

・病院実態調査により、入院患者に対するポリファーマシー対策
の実態は確認できたが、外来患者に対する取組状況について十
分に把握できていない。

・「患者数としては圧倒的に外来の方が多いため、薬局又は外来
でどう取り組むのか、こちらの対策が今後の課題」との意見あり。

〇薬局実態調査

外来診療におけるポリファーマシー対策や医療機関と薬局との
連携状況等の現状を把握することを目的として、薬局を対象とし
たアンケート調査を実施し、処方適正化への取組状況や認識等
について実態を把握し、今後の方策について検討する。

・積極的な取組等を行っている薬局の把握。

・課題の抽出、効果検証の判断材料の一つとして活用。

薬局におけるポリファーマシーの取組等に係る
実態調査について 資料３
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〇薬局実態調査

＜項目案＞

・ポリファーマシーに関する認識

・ポリファーマシーの必要性

・ポリファーマシー対策取組状況

・加算に関する状況

・その他合計３０項目程度、
択一式を基本とする

＜対象＞

・県下薬局

＜方法＞

・インターネット上での回答

薬局におけるポリファーマシーの取組等に係る
実態調査について

イメージ
（全文は別添を
ご覧ください）
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福岡県における今後の取組（スケジュール）

令和５年度（2023年度）

４月～６月 ７月～９月 10月～12月 １月～３月

協議会
●

第１回
●

第２回

薬局実態調査事業

患者説明用の
啓発資材の作成事業

ポリファーマシー研修会
（多職種向け）

●

啓発事業

●
啓発

「薬と健康
の週間」

調査項目検討 調査実施 結果分析

資材等検討 事業実施 結果分析
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